
患者様の困っていること・望んでいることをキャッチし、それに応える──他職
種と連携し、患者様に寄り添いながら退院を支援していきます

副主任・言語聴覚士

急性期・地域包括ケア病棟

「時々入院、ほぼ在宅」を目標に、地域の方が住みなれた自宅に帰れるよう支援
しています。急性期治療後に退院支援が必要な方、体調を崩して加療が必要な
方などが対象で、自宅退院率は80％を超えています。

患者様によって病態も社会的背景も様々ですが、 60日の入院期間を念頭に、他
職種がそれぞれの専門性をいかしながら退院を支援しています。


